
議案第１６８号 

川崎市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

川崎市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

平成２６年１１月２５日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

   川崎市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 （川崎市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 川崎市職員の給与に関する条例（昭和３２年川崎市条例第２９号）の

一部を次のように改正する。 

  第７条第１項中「１５，９００円」を「２４，７５０円」に改める。 

  第１５条第２項中「１００分の６７．５」を「１００分の８２．５」に、

「１００分の３２．５」を「１００分の３７．５」に改める。 

第２条 川崎市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第１５条第２項中「１００分の８２．５」を「１００分の７５」に、「１

００分の３７．５」を「１００分の３５」に改める。 

 （川崎市任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正） 

第３条 川崎市任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成１６年川

崎市条例第５７号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第１項の表を次のように改める。 



号給 給料月額 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

円

３７７，０００

４２６，０００

４７９，０００

５４２，０００

６１８，０００

７２２，０００

８４５，０００

  第８条第２項中「１００分の１５５」を「１００分の１７０」に改める。 

第４条 川崎市任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。 

  第８条第２項中「１００分の１２２．５（再任用職員にあっては、１００

分の６５）」とあるのは「１００の１４０」と、「」を「、６月に支給する

場合においては１００分の１２２．５（再任用職員にあっては、１００分の

６５）、１２月に支給する場合においては」に、「１００分の１７０」を「１

００分の１５５」に改める。 

 （川崎市任期付研究員の採用、給与及び勤務時間の特例に関する条例の一部

改正） 

第５条 川崎市任期付研究員の採用、給与及び勤務時間の特例に関する条例（平

成２４年川崎市条例第３６号）の一部を次のように改正する。 

  第５条第１項の表を次のように改める。 

号給 給料月額 

 円



１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

４００，０００

４６１，０００

５２４，０００

６０６，０００

７０５，０００

８０５，０００

  第５条第２項の表を次のように改める。 

号給 給料月額 

１ 

２ 

３ 

円

３３２，０００

３６９，０００

３９８，０００

  第６条第３項中「１００分の１５５」を「１００分の１７０」に改める。 

第６条 川崎市任期付研究員の採用、給与及び勤務時間の特例に関する条例の

一部を次のように改正する。 

  第６条第３項中「１００分の１２２．５（再任用職員にあっては、１００

分の６５）」とあるのは「１００の１４０」と、「」を「、６月に支給する

場合においては１００分の１２２．５（再任用職員にあっては、１００分の

６５）、１２月に支給する場合においては」に、「１００分の１７０」を「１

００分の１５５」に改める。 

 （川崎市特別職員給与条例の一部改正） 

第７条 川崎市特別職員給与条例（昭和２３年川崎市条例第７１号）の一部を

次のように改正する。 

  第６条第２項中「１００分の１４０」を「１００分の１４７．５」に、「１

００分の１５５」を「１００分の１６２．５」に改める。 



 （川崎市常勤の監査委員の給与及び旅費に関する条例の一部改正） 

第８条 川崎市常勤の監査委員の給与及び旅費に関する条例（平成３年川崎市

条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

  第６条第２項中「１００分の１４０」を「１００分の１４７．５」に、「１

００分の１５５」を「１００分の１６２．５」に改める。 

 （川崎市上下水道事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部改正） 

第９条 川崎市上下水道事業管理者の給与及び旅費に関する条例（平成２１年

川崎市条例第６６号）の一部を次のように改正する。 

  第６条第２項中「１００分の１４０」を「１００分の１４７．５」に、「１

００分の１５５」を「１００分の１６２．５」に改める。 

 （川崎市病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部改正） 

第１０条 川崎市病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例（平成１６年川

崎市条例第５９号）の一部を次のように改正する。 

  第６条第２項中「１００分の１４０」を「１００分の１４７．５」に、「１

００分の１５５」を「１００分の１６２．５」に改める。 

   附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条、第４条及び第６条

から第１０条までの規定は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 第１条の規定（川崎市職員の給与に関する条例（以下「給与条例」という。）

第１５条第２項の改正規定を除く。以下同じ。）による改正後の給与条例（以

下「改正後の給与条例」という。）の規定、第３条の規定（川崎市任期付職

員の採用及び給与の特例に関する条例（以下「任期付職員条例」という。）

第８条第２項の改正規定を除く。以下同じ。）による改正後の任期付職員条

例（以下「改正後の任期付職員条例」という。）の規定及び第５条の規定（川



崎市任期付研究員の採用、給与及び勤務時間の特例に関する条例（以下「任

期付研究員条例」という。）第６条第３項の改正規定を除く。以下同じ。）

による改正後の任期付研究員条例（以下「改正後の任期付研究員条例」とい

う。）の規定は、平成２６年４月１日から適用する。 

 （給与の内払） 

３ 職員が、第１条の規定による改正前の給与条例、第３条の規定による改正

前の任期付職員条例又は第５条の規定による改正前の任期付研究員条例の規

定に基づいて、平成２６年４月１日以後の分として支給を受けた給与は、そ

れぞれ改正後の給与条例、改正後の任期付職員条例又は改正後の任期付研究

員条例の規定による給与の内払とみなす。 

参考資料 

制 定 要 旨 

川崎市人事委員会から市議会及び市長に対してなされた平成２６年１０月７

日付け報告及び勧告に鑑み、一般職の職員の給料月額及び諸手当の額の改定を

行うため、並びに一般職の職員の給与改定に関連して特別職の職員の給与につ

いて必要な措置を講ずるため、この条例を制定するものである。 


